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特
集
①
戦
時

F
の
泄
界
経
済

中
国
の
内
向
き
化
と

=帝＿

梶谷，かい
_ ....... 膿（神戸大子大学院経済学研究科教授）

路
の
衰
退

米
中
対
立
、
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
ま
す
ま
す
内
向
き
姿
勢

を
強
め
る
大
国
に
、
国
際
社
会
は
い
か
に
向
き
合
う
べ
き
か

一
九
七

0
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
中
国
人
民
大
学
に
留
学
（
財
政
金
融
学
院
）
。
二

0
0
一
年
、
神
戸
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

博
士
課
程
修
了
（
経
済
学
）
。
神
戸
学
院
大
学
経
済
学
部
准
教
授
な
ど
を
経
て
、
一
四
年
よ
り
現
職
。
著
書
に
『
現
代
中
国
の
財
政
金
融
シ
ス
テ
ム
j

（
名
古
屋
大
学

出
版
会
、
大
平
正
芳
記
念
賞
）
、
『
日
本
と
中
国
、
「
脱
近
代
」
の
誘
惑
』
（
太
田
出
版
）
、
『
中
国
経
済
講
義
』
（
中
公
新
書
）
な
ど
。

今
年
に
入
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
拡
大
が
続
い

て
い
た
中
国
・
上
海
市
で
三
月
二
十
八
日
に
全
面
的
な
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
（
都
市
封
鎖
）
が
開
始
さ
れ
、
ニ
カ
月
以
上
継
続
し
た
。
ロ
ッ

と
ど
こ
お

ク
ダ
ウ
ン
の
過
程
で
、
物
流
が
滞
り
食
糧
調
達
が
困
難
な
状
況
が

生
じ
て
い
る
こ
と
や
、
多
く
の
住
民
が
先
の
見
え
な
い
不
安
に
ス

つ
の

ト
レ
ス
を
募
ら
せ
て
い
る
模
様
が
S
N
S
を
通
じ
て
国
外
に
も
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
上
海
の
都
市
封
鎖
は
六
月
に
な
り

よ
う
や
く
解
除
さ
れ
た
が
、
厳
し
い
行
動
制
限
は
続
い
て
い
る
。

全
面
的
な
都
市
封
鎖
に
至
ら
な
く
て
も
、
マ
ン
シ
ョ
ン
内
で
一

人
で
も
感
染
者
が
出
れ
ば
居
住
者
の
外
出
禁
止
を
新
規
感
染
者
が

ゼ
ロ
に
な
る
ま
で
続
け
る
と
い
う
「
動
態
清
零
（
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
・
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
）
」
は
多
く
の
都
市
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い

る
。
感
染
力
が
強
く
、
重
症
化
し
に
く
い
オ
ヽ
‘
、
ク
ロ
ン
株
に
対
し

て
も
過
去
の
成
功
体
験
か
ら
脱
却
で
き
ず
に
、
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策

に
固
執
す
る
留
近
平
政
権
の
姿
勢
に
は
、
海
外
は
も
ち
ろ
ん
国
内

に
お
い
て
も
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
続
い
て
い
る
、
米
中
の
経
済
摩
擦

に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
の
再
編
が
ど
の
よ
う
な

着
地
点
を
見
出
す
の
か
、
ま
だ
見
通
し
は
つ
い
て
い
な
い
。
今
年

二
月
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
お
よ
び
そ
の
後
の
西
側
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諸
国
に
よ
る
経
済
制
裁
も
、
中
国
経
済
の
行
方
に
と
っ
て
大
き
な

不
確
実
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
国
内
外
の
要
因
に
よ
る
不
確
実
性
の
拡
大
は
、
こ
れ

か
ら
の
中
国
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
。
本
稿
で

は
こ
の
よ
う
な
先
行
き
の
不
透
明
性
が
、
中
長
期
的
に
は
「
一
帯

一
路
」
政
策
に
代
表
さ
れ
る
こ
れ
ま
で
の
中
国
の
対
外
投
資
や
資

金
援
助
政
策
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
点
に
着

目
し
、
そ
の
こ
と
が
世
界
経
済
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

ー

ゼ

ロ

コ

ロ

ナ

政

策

堅

持

の

コ

ス

ト

一

ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
の
堅
持
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
大
都
市
の

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
経
済
全
体
に
与
え
る
負
の
効
果
が
顕
在
化
し
た

の
が
、
五
月
中
旬
に
公
表
さ
れ
た
二

0
二
ニ
年
四
月
の
経
済
統
計

で
あ
る
。
最
も
影
曹
が
大
き
か
っ
た
の
は
消
費
で
、
四
月
の
小
売

売
上
高
は
前
年
比
―
-
．
-
％
の
減
少
と
な
り
、
一

10年
三
月
以

来
の
落
ち
込
み
を
記
録
し
た
。

生
産
面
に
お
い
て
も
、
四
月
の
鉱
工
業
生
産
は
対
前
年
比
ニ
・

九
％
の
減
少
と
な
っ
た
ほ
か
、
年
初
か
ら
四
月
ま
で
の
固
定
資
産

投
資
累
積
額
の
対
前
年
比
は
六
・
八
％
の
増
加
と
な
り
、
三
月
ま

で
の
九
・
三
％
増
か
ら
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
需

要
・
供
給
双
方
の
落
ち
込
み
を
反
映
し
て
、
四
月
の
全
国
の
調
査

ベ
ー
ス
の
失
業
率
は
六
・
一
％
に
悪
化
し
、
二

0
年
四
月
以
来
二

年
ぶ
り
に
六
％
を
突
破
し
た
。
十
六
歳
か
ら
二
十
四
歳
ま
で
の
若

年
層
に
限
る
と
、
同
時
期
の
失
業
率
は
一
八
・
ニ
％
を
記
録
し
て

お
り
、
と
く
に
若
年
層
が
不
安
定
な
労
働
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

西
安
、
深
訓
、
長
春
、
そ
し
て
上
海
と
い
っ
た
大
都
市
の
相
次

ぐ
封
鎖
は
、
そ
の
都
市
に
お
け
る
生
産
や
消
費
が
落
ち
込
む
だ
け

で
な
く
、
物
流
の
停
止
な
ど
を
通
じ
て
経
済
全
体
に
影
響
を
及
ぼ

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

香
港
慶
大
学
で
中
国
経
済
の
動
向
の
分
析
、
研
究
を
行
な
う

宋
鉾
教
授
ら
は
、
今
年
四
月
に
発
表
し
た
論
文
の
な
か
で
、
二
〇

―-0年
四
月
＼
三
一
年
一
月
の
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
G
P
S
情
報

を
利
用
し
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
経
済
活
動
に
与
え
る
影
響
を
分
析

し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
あ
る
都
市
を
一
ヵ
月
間
全
面
的
に
封
鎖

す
る
と
、
そ
の
都
市
へ
の
ト
ラ
ッ
ク
の
出
入
り
は
匠
ぼ
半
減
す
る
。

も
し
中
国
の
四
大
都
市
（
北
京
、
広
州
、
上
海
、
深
訓
）
を
一
カ

月
間
全
面
封
鎖
す
る
と
、
封
鎖
中
の
四
都
市
に
お
け
る
実
質
所
得

は
六
一
％
減
少
し
、
全
国
の
実
質
国
内
総
生
産
(
G
D
P
)
は
八
・

六
％
減
少
す
る
。
そ
の
う
ち
の
一
一
％
は
他
地
域
へ
の
ス
ピ
ル
オ

ー
バ
ー
（
拡
散
）
効
果
だ
と
い
う
。
長
期
的
な
貯
蓄
•
投
資
の
減
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退
効
果
を
入
れ
る
と
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

宋
教
授
は
さ
ら
に
、
経
済
誌
『
財
新
周
刊
』
（
二
ニ
年
四
月
十
八

日
号
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
も
し
四
大
都
市
の
ど
れ
か
―
つ
で

も
一
カ
月
間
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
行
な
わ
れ
る
と
、

G
D
P
の
お
よ

そ
O・
七
％
の
損
失
が
生
じ
る
と
い
う
見
通
し
を
示
し
て
い
る
。

一
内
向
き
志
向
を
強
め
る
中
国
経
済
と
「
国
内
大
循
環
」
一

中
国
経
済
を
取
り
巻
く
国
内
外
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
な
か
、
中

国
政
府
は
経
済
政
策
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
、
よ
り
内
向

き
の
姿
勢
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

中
国
の
「
内
向
き
」
シ
フ
ト
を
示
す
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一

つ
が
「
国
内
大
循
環
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二

0
二
0
年
七
月
に

開
催
さ
れ
た
共
産
党
中
央
政
治
局
会
議
が
採
択
し
た
「
国
内
大
循

環
を
主
体
と
し
、
国
内
・
国
際
の
双
循
環
を
促
進
す
る
」
と
い
う

新
た
な
成
長
枠
組
み
を
基
調
と
す
る
方
針
の
な
か
で
用
い
ら
れ

た
。
ま
た
同
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
中
国
共
産
党
第
一
九
期
中
央

委
員
会
第
五
回
全
体
会
議
（
五
中
全
会
）
で
可
決
さ
れ
た
第
一
四

次
五
ヵ
年
規
計
の
建
議
の
な
か
で
は
、
「
国
内
大
循
環
」
に
関
し
、

「
国
内
市
場
、
生
産
ラ
イ
ン
、
分
配
、
流
通
、
消
費
の
各
環
節
に

お
い
て
産
業
独
占
と
地
方
保
護
を
打
破
し
国
民
経
済
の
良
好
な
循

環
を
も
た
ら
す
も
の
」
と
定
義
づ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

い
ま
し

地
方
政
府
の
保
護
主
義
を
戒
め
つ
つ
、
生
産
要
素
の
市
場
化
を
通

じ
た
供
給
側
改
革
を
促
進
す
る
と
い
う
、
「
国
内
大
循
環
」
に
内

包
さ
れ
た
性
格
が
明
確
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

中
国
共
産
党
は
す
で
に
二

0
二
0
年
三
月
の
段
階
で
、
「
生
産

要
素
市
場
の
よ
り
完
全
な
配
置
体
制
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
に
関

す
る
土
魯
兄
」
と
い
う
文
書
を
発
表
し
て
い
る
。
同
土
替
兄
書
は
、
土

地
・
労
働
・
資
本
・
技
術
・
デ
ー
タ
と
い
っ
た
五
大
生
産
要
素
に

つ
い
て
、
①
希
単
勿
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
従
い
、
効
率
性
の
高
い
配
置
を

実
現
す
る
、
②
要
素
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
を
阻
害
す
る
制
度
的
要

因
を
撤
廃
し
、
生
産
要
素
市
場
の
構
築
と
発
展
を
促
進
す
る
、
と

い
う
方
向
性
を
強
調
し
た
。

さ
ら
に
二

0
三
一
年
一
月
に
は
、
前
記
の
意
見
書
の
趣
旨
を
受

け
継
ぐ
か
た
ち
で
国
務
院
が
「
要
素
市
場
化
総
合
改
革
試
点
総
体

法
案
」
と
い
う
文
書
を
公
表
し
、
前
記
の
五
大
生
産
要
素
の
市
場
化

に
向
け
た
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

産
業
用
地
の
使
用
権
の
市
場
化
を
通
じ
て
、
土
地
の
効
率
的
な
利

用
を
進
め
る
こ
と
や
、
労
働
者
の
技
術
・
技
能
を
評
価
す
る
制
度
を

強
化
し
、
労
働
者
が
自
ら
の
ス
キ
ル
を
活
か
せ
る
よ
う
労
働
市
場

の
流
動
化
を
進
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
開
発
さ
れ
た
技
術
の
知
的
財

う
た

産
権
を
保
障
す
る
制
度
を
整
え
る
こ
と
、
な
ど
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
政
策
文
書
の
内
容
か
ら
は
、
中
国
政
府
の
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か
か掲
げ
る
「
国
内
大
循
環
」
が
、
二

0
一
四
年
ご
ろ
か
ら
中
国
政
府
に

よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
た
「
供
給
側
の
改
革
」
、
す
な
わ
ち
生
産
要

素
の
流
動
化
を
促
進
し
、
粗
放
的
な
成
長
と
異
な
る
成
長
パ
タ
ー

ン
を
め
ざ
す
動
き
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

さ
ら
に
、
米
中
間
の
対
立
の
長
期
化
も
、
間
違
い
な
く
中
国
政

府
が
内
向
き
の
姿
勢
を
強
め
る
要
因
の
―
つ
に
な
っ
て
い
る
。
中

国
社
会
科
学
院
世
界
経
済
・
政
治
研
究
所
シ
ニ
ア
リ
サ
ー
チ
フ
ェ

ロ
ー
の
徐
奇
淵
氏
は
、
米
中
対
立
の
長
期
化
に
よ
り
、
中
国
政
府

は
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
安
全
性
に
対
し
て
注
意
を
払
う
よ
う
に

な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
＊
1
）
。
た
と
え
ば
、
重
要
な
中
間

財
の
輸
入
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る
産
業
は
米
国
な
ど
か
ら
の
経

ぜ
い
じ
ゃ
く

｀
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
脆
弱
だ
。
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
対

し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
代
替
的
な
供
給
体
制
を
整
備
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

と
く
に
電
気
・
電
子
機
器
、
機
械
・
設
備
、
さ
ら
に
光
学
・
医

療
機
器
と
い
っ
た
、
中
国
に
と
っ
て
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
脆
弱

性
が
懸
念
さ
れ
る
産
業
に
つ
い
て
、
徐
氏
ら
は
、
海
外
で
は
な
く

国
内
の
中
部
・
西
部
地
区
を
組
み
込
む
か
た
ち
で
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ

ー
ン
の
再
紬
炉
築
を
行
な
う
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
地
域
こ
と
に
異
な
っ
た
傾
斜
税
制
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
中

部
・
西
部
地
域
へ
の
企
業
投
資
を
促
進
す
る
こ
と
や
、
中
部
・
西

部
地
域
の
政
府
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
制
約
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
改
善

し
、
市
場
化
の
レ
ベ
ル
と
政
府
の
効
率
性
を
高
め
、
政
府
と
企
業

の
関
係
を
改
善
す
る
こ
と
な
ど
を
政
策
構
想
と
し
て
提
言
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
構
想
は
、
中
国
政
府
が
掲
げ
る
前
述
の
「
国
内

大
循
環
」
の
方
針
に
も
合
致
し
た
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
、

投
資
資
金
の
国
内
回
帰
と
い
う
「
内
向
き
」
の
姿
勢
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
も
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

tljml 

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
経
済
政
策
に
お
け
る
ぶ
バ
向
き
」

論
h
~

0
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志
向
の
強
ま
り
は
、
「
一
帯
一
路
」
政
策
に
代
表
さ
れ
る
、
中
国

の
対
外
投
資
や
資
金
援
助
政
策
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
る
可
能
輝
副

性
が
あ
る
。
も
と
も
と
「
一
帯
一
路
」
構
想
に
象
徴
さ
れ
る
、
こ

i
s
-
の
W

の
よ
う
な
資
本
輸
出
型
の
経
済
発
展
戦
略
は
、
元
高
期
待
を
背
景
疇
lne

と

Cn

に
拡
大
し
て
き
た
外
貨
準
備
や
国
内
の
渦
洞
な
資
本
を
海
外
に
「
逃
紐
四
再

a

が
し
」
、
供
給
能
力
の
過
剰
を
緩
和
す
る
と
い
う
土
綽
昧
を
も
っ
て
い
加
／

た
。
中
国
政
府
に
よ
る
対
外
援
助
や
直
接
投
資
な
ど
を
通
じ
て
海
鄭
lwV

産
／
な

E
レ
tt

外
の
新
興
国
が
経
済
成
長
す
れ
ば
、
中
国
国
内
の
過
剰
な
生
産
能

!

h日
□
17 

グ
月

力
に
対
す
る
市
場
が
拡
大
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

r
6
 

し
か
し
そ
の
前
提
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
成
立
以
降
、
元
安
傾
祠
担
徐

20

向
が
続
く
こ
と
に
よ
り
す
で
に
大
き
く
揺
ら
い
で
き
て
い
る
。
さ

7

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
早
め
る
「
一
帯
＿
路
」
の
終
焉
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ら
に
、
国
際
金
融
の
専
門
家
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
後
の
国
際
情

勢
も
、
今
後
の
中
国
に
よ
る
対
外
資
本
輸
出
に
対
す
る
厳
し
い
逆

風
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
分
析
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
中
国
社
会
科
学
院
の
研
究
員
で
国
際
金
融
が
専
門

の
余
水
定
氏
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
の
西
側
諸
国
に
よ
る
ロ
シ

ア
に
対
す
る
金
融
制
裁
を
踏
ま
え
、
中
国
が
砲
え
る
多
額
の
外
貨

準
備
が
、
今
後
は
新
た
な
リ
ス
ク
要
因
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
米
国
が
ロ
シ
ア
に
対
し
て
行
な
っ
た
よ
う

に
、
中
国
の
中
央
銀
行
が
保
有
す
る
ド
ル
建
て
資
産
を
凍
結
す
れ

ば
、
中
国
が
も
つ
海
外
資
産
の
価
値
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
か
ら
だ
。

余
氏
は
、
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
対
し
て
、
政
策
当
局
は
、
金

融
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
よ
っ
て
そ
の
脆
弱
性
を
減
ら
す
こ
と
、
為

替
レ
ー
ト
に
で
き
る
だ
け
柔
軟
性
を
も
た
せ
る
こ
と
、
国
境
を
越

え
た
資
本
移
動
の
規
模
を
縮
小
す
る
こ
と
な
ど
に
加
え
、
米
国
債

の
保
有
比
率
を
減
ら
し
た
り
、
債
務
の
コ
ス
ト
構
造
を
見
直
し
た

り
す
る
な
ど
、
海
外
資
産
・
負
債
の
構
造
を
調
整
し
、
外
貨
準
備

の
規
模
を
縮
小
し
て
い
く
こ
と
を
提
言
し
て
い
る

(
*
2
)
。
余

氏
の
提
言
は
、
資
本
の
運
用
は
あ
く
ま
で
も
「
国
内
大
循
環
」
を

主
軸
と
し
、
海
外
へ
の
投
資
は
よ
り
効
果
の
高
い
も
の
に
限
っ
て

選
択
的
に
行
な
っ
て
い
く
べ
き
だ
、
と
い
う
政
府
の
方
針
に
呼
応

し
た
も
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
世
界
銀
行
チ
ー
フ
ェ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・

ホ
ー
ン
ら
は
、
最
近
の
論
考
で
「
一
帯
一
路
」
に
代
表
さ
れ
る
中

国
の
海
外
投
資
ブ
ー
ム
が
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
に
よ

り
深
刻
な
障
害
に
ぶ
つ
か
る
だ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る

(
*
3
)
。

そ
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
中
国
の
政
府
系
金
融
機
関
が
ロ
シ
ア
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
お
よ
び
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
対
し
て
行
な
っ
て
い
る
融

資
額
の
大
き
さ
だ
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
国
有
銀
行
は
二
〇

0
0年
以
降
、
ロ
シ
ア
に
対
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
国
有
企
業
を

中
心
に
累
積
―
二
五

0
億
ド
ル
以
上
の
融
資
を
行
な
っ
て
き
た
。

中
国
は
ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
も
主
に
農
業
と
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
七

0
億
ド
ル
ほ

ど
の
、
さ
ら
に
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
対
し
て
も
八

0
億
ド
ル
ほ
ど
の
融

資
を
行
な
っ
て
き
た
。
こ
の
一
ニ
カ
国
を
合
わ
せ
る
と
、
過
去
二
十
年

間
の
中
国
の
海
外
向
け
融
資
の
二

0
％
近
く
を
占
め
る
と
い
う
。

そ
も
そ
も
、
近
年
急
激
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
中
国
の
新
興
国
・

途
上
国
へ
の
融
資
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ

て
い
る
の
か
が
明
確
で
は
な
く
、
債
務
不
履
行
な
ど
の
リ
ス
ク
を

生
じ
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
ホ
ー
ン
ら

は
、
中
国
の
対
外
融
資
の
う
ち
、
債
務
危
機
に
あ
る
借
入
国
に
対

す
る
比
率
は
二

0
1
0年
の
約
五
％
か
ら
現
在
で
は
六

0
％
に
ま
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で
増
加
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
こ
れ
ら
途
上
国

向
け
の
融
資
は
国
家
開
発
銀
行
や
輸
出
入
銀
行
な
ど
の
政
策
系
金

融
機
関
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
が
、
融
資
対
象
国
へ
の
十
分
な
調

査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
た
び
た
び
整
理
・
再
編
の

対
象
と
な
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
が
世
界
に
広
が
る
と
、

G
2
0
は
最
貧
国
の
公

的
債
務
返
済
を
一
時
的
に
停
止
す
る
た
め
に
D
S
S
I
(
D
e
b
t

S
e
r
v
i
c
e
 
S
u
s
p
e
n
s
i
o
n
 
Initiative)
と
碑
↓
ば
れ
る
、
債
務
の
再
編

お
よ
び
支
払
不
能
や
流
動
性
問
題
な
ど
へ
の
対
処
を
支
援
す
る
た

め
の
共
通
枠
組
み
を
導
入
し
た
。
ホ
ー
ン
ら
に
よ
れ
ば
―

1
0二
0

年
以
降
、
D

S

S

I
の
枠
組
み
に
基
づ
く
、
中
国
の
政
府
系
金
融
機

関
に
よ
る
途
上
国
債
務
の
再
編
件
数
は
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
二

0
一
五
年
前
後
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た

中
国
の
新
興
国
・
途
上
国
向
け
融
資
は
、
数
年
前
か
ら
明
ら
か
に

曲
が
り
角
に
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
世
界
銀
行
の
国
際
債
務
統

計
(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
D
e
b
t
 
Statistics)
に
よ
れ
ば
、
中
国
か
ら

中
低
所
得
国
の
政
府
部
門
へ
の
資
金
の
純
移
転
は
、
二

0
一
六
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
二

0
一
九
年
と
二

0
年
に
は
マ
イ
ナ
ス
に

転
じ
て
い
る
（
次
頁
図
）
。
ホ
ー
ン
ら
は
こ
の
デ
ー
タ
を
も
っ
て
、

中
国
の
国
有
銀
行
は
す
で
に
成
長
の
た
め
の
資
金
提
供
者
か
ら
債

務
の
回
収
者
へ
と
転
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
―

-0
一
九
年
は
習
近
平
国
家
主
席
が
「
一

帯
一
路
」
に
つ
い
て
、
今
後
は
「
質
の
高
い
発
展
」
を
め
ざ
す
も

の
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
を
盛
ん
に
発
言
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時

期
と
重
な
る
。
つ
ま
り
、
国
内
の
余
剰
資
金
を
な
り
ふ
り
構
わ
ず

新
興
国
・
途
上
国
に
振
り
向
け
る
と
い
う
「
一
帯
一
路
」
の
初
期

の
イ
メ
ー
ジ
は
、
数
年
前
か
ら
す
で
に
実
態
か
ら
か
け
離
れ
て
い

た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
傾
向
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
お
よ
び
そ
の
後
の
経
済
制
裁

で
ロ
シ
ア
お
よ
び
そ
の
同
盟
国
の
経
済
が
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ

た
リ
ス
ク
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
促
進
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
中
国
の
政

府
系
金
融
機
関
は
、
今
後
ロ
シ
ア
な
ど
に
対
す
る
融
資
が
不
良
債

権
化
す
る
リ
ス
ク
を
、
よ
り
リ
ス
ク
の
高
い
債
務
国
へ
の
新
規
融

資
の
停
止
あ
る
い
は
債
権
回
収
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
せ
る
か
も
し

れ
な
い
か
ら
だ
。
こ
の
こ
と
が
も
つ
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
こ
れ
ま
で

け
ん
で
ん

西
側
諸
国
に
よ
っ
て
喧
伝
さ
れ
て
き
た
「
一
帯
一
路
」
が
「
債
務

の
罠
」
を
も
た
ら
す
、
と
い
う
問
題
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
も

の
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
や
米
中
対
立
、
さ
ら
に
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
な
ど
の
内
外
の
リ
ス
ク
の
高
ま
り
を
受
け
、
中
国
政

新
興
国
の
資
金
不
足
に
ど
う
取
り
組
む
か

•3 Sebastian Horn, Carmen Reinhart. Christoph Trebesch. "China's 
overseas lending and the war in Ukraine.・ VOX EU CEPR, OB April 2022, 
https://voxeu.org/article/china-s-overseas-lending-and-war-ukraine 
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府
が
よ
り
内
向
き
の
姿
勢
を
顕
著
に
す
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
見
方

を
示
し
て
き
た
。
と
く
に
「
一
帯
一
路
」
に
代
表
さ
れ
る
中
国
の

官
民
を
合
わ
せ
た
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
資
金
転
回
が
今
後
縮
小
に
向

か
う
こ
と
は
、
そ
れ
を
既
存
の
経
済
秩
序
に
対
す
る
挑
戦
と
見
な

す
国
際
社
会
の
警
戒
感
を
、
若
干
和
ら
げ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
す
で
に
超
大
国
と
し
て
の
確
固
と
し
た
地
位
を
世
界

経
済
に
お
い
て
占
め
て
い
る
中
国
が
、
内
向
き
の
姿
勢
を
強
め
る

こ
と
は
、
ま
た
別
の
リ
ス
ク
を
国
際
社
会
に
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
中
国
が
新
興
国
に
対
す
る
気
前
の
良
い
資
金
供
給
者

の
役
割
か
ら
撤
退
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
国
々
の
持
続
的
な
経

済
成
長
を
ど
の
よ
う
に
し
て
支
え
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
私
た
ち
は
、
―

10
一
五
年
の
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀

け
ん
そ
う

行

(
A
I
I
B
)
設
立
前
後
の
喧
騒
を
思
い
起
こ
す
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
一
時
期
は
米
国
主
導
の
国
際
金
融
秩
序
に
挑
戦
す
る
と

警
戒
さ
れ
た
A
I
I
B
だ
が
、
欧
州
諸
国
を
含
む
一

0
0カ
国
以

上
が
参
加
し
た
結
果
、
国
際
機
関
と
し
て
の
透
明
性
を
重
視
せ
ざ

る
を
え
な
く
な
り
、
現
在
は
中
国
政
府
の
意
向
を
匠
ぼ
離
れ
た
か

た
ち
で
融
資
を
行
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
そ
の
融
資
実
績
は
、
先
輩
に
当
た
る
ア
ジ
ア
開
発
銀

い
な

行
に
遠
く
及
ば
ず
、
実
力
不
足
は
否
め
な
い
。
そ
も
そ
も
、

A
I

I
B
構
想
の
出
発
点
は
、
既
存
の
国
際
金
融
機
関
が
、
新
典
国
の

イ
ン
フ
ラ
需
要
に
十
分
に
答
え
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
点
に
あ

る
。
だ
と
す
る
な
ら
、
中
国
が
内
向
き
の
姿
勢
を
強
め
つ
つ
あ
る

い
ま
こ
そ
、
国
際
社
会
は
出
発
点
に
戻
っ
て
、
新
輿
国
が
直
面
す

る
資
金
不
足
を
ど
う
解
決
す
る
の
か
と
い
う
課
題
に
、
中
国
と
も

協
力
し
つ
つ
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
す
で
に
新
興
国
・

途
上
国
援
助
の
豊
富
な
実
績
を
も
つ
日
本
が
そ
こ
で
果
た
す
役
割

は
、
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
は
ず
だ
。
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